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春
松

糠
浦
(
河
野
村
)
に
は
、

「
キ
リ
シ
タ
ン
」
は
い
な
か
っ
た

春

松

進

丹
生
郡
誌
中
の
、
丹
生
郡
清
水
村
在
田
の
明
厳
寺

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
松
平
昌
勝
書
状
」
で
、
次
の

文
書
が
あ
る
。

糠
浦
(
河
野
村
)
に
は
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
は
い
な
か
っ
た

一
筆
令
啓
達
候
。
就
者
領
内
吉
利
支
丹
に
被
差
候

者
之
内
、
糠
浦
十
兵
衛
、
八
兵
衛
、
相
副
警
園
、

其
御
府
江
指
下
、
北
条
一
房
州
、
深
田
若
州
江
可
相

渡
之
旨
御
奉
書
到
来
、
則
今
二
一
日
愛
元
為
罷
立

骨
院
。

其
元
諸
事
御
指
図
可
仰
下
、
委
使
者
に
上
申
含
候
。

恐
々
謹
言

七
月
二
一
日

松
中
務昌
勝
花
押

松
平
兵
部
大
輔
殿御
所

松
岡
藩
領
で
あ
る
「
糠
浦
」
の
十
兵
衛
と
八
兵
衛

が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と
の
密
告
が
あ
り
、
江
戸
の

吉
利
支
丹
屋
敷
へ
身
柄
を
渡
す
よ
う
に
と
の
命
令
書

が
来
た
の
で
、
二
十
一
日
に
出
立
す
る
の
で
、
松
平

兵
部
大
輔
殿
(
昌
勝
の
弟
)
の
領
内
を
通
行
す
る
の

で
、
よ
ろ
し
く
と
の
文
面
で
あ
る
。

「
続
片
聾
記
七
」
の
「
寛
文
七
年
(
一

六
六
七
)
七
月
」
の
項
に
、

ま
た
、
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十
七
日
奉
書
到
来
、
右
吉
利
支
丹
奴
賀
浦
十
兵
衛
、

八
兵
衛
江
戸
へ
可
被
差
下
之
旨
也
、

道
中
け
い
ご
松
原
郷
左
衛
門
、
前
波
五
郎
左

衛
門
、
中
根
源
五
右
衛
門

此
一
巻
別
ニ
帳
面
有
之

と
の
文
面
か
ら
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
説
」
が
疑

わ
し
く
な
っ
て
来
た
。

更
に
、
そ
の
後
、
松
平
文
庫
の
「
松
岡
世
譜
」
の

寛
文
七
年
の
項
に
、
次
の
文
面
を
発
見
、

と
あ
り
、
道
中
警
護
の
た
め
、
松
岡
藩
士
松
原
郷

左
衛
門
、
前
波
五
郎
左
衛
門
、
中
根
源
五
右
衛
門
が
「
松
岡
世
譜
」
松
平
文
庫
二
一
三

付
き
添
い
、
江
戸
へ
急
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寛
文
七
年
了
未

ま
た
、
「
松
岡
分
限
帳
」
の
「
前
波
五
郎
左
衛
門
(
七
月
)

勝
通
」
の
項
に
、
「
寛
文
七
未
切
支
丹
奉
行
加
役
」
一
、
同
月
廿
一
日
丹
生
郡
之
内
御
領
分
糠
浦
百
姓
十

と
あ
り
、
松
岡
藩
で
は
急
速
「
切
支
丹
奉
行
」
を
急
兵
衛
初
七
人
之
者
切
支
丹
宗
旨
之
旨
、
同
浦
太

造

し

た

こ

と

が

判

る

。

郎

右

衛

門

与

申

者

江

戸

表

江

及

訴

訟

候

二

付

公
辺
占
御
尋
有
之
ニ
付
、
去
月
廿
日
右
七
人
之

者
共
之
口
書
江
戸
表
江
被
指
出
候
処
、
右
之
者

共
江
戸
表
江
可
被
指
出
旨
之
御
奉
書
、
去
ル
十

九
日
到
着
二
付
、
今
日
江
戸
表
江
被
指
立
之
、

道
中
為
警
筒
、
中
根
源
五
右
衛
門
、
前
波
五
郎

左
衛
門
勝
通
、
松
原
郷
左
衛
門
被
指
遣
、
御
徒

二
人
御
足
軽
二
十
人
被
指
添
。

(
十
一
月
)

一
、
同
月
十
六
日
丹
生
郡
糠
浦
太
郎
右
衛
門
、
同
浦

百
姓
十
兵
衛
初
七
人
之
者
共
切
支
丹
宗
旨
之
旨

致
訴
訟
候
儀
二
付
、
先
達
市
江
戸
へ
被
召
呼
、

こ
れ
ら
か
ら
、
糠
浦
に
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
」

が
い
た
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
な
ど

も
残
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
松
平
文
庫
に
あ
る
「
松
岡
御
家

譜
」
に
次
の
一
文
が
あ
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

て
寛
文
七
未
年
領
分
丹
生
郡
糠
浦
太
郎
右
衛
門
ト

申
者
、
同
浦
ノ
百
姓
共
ヲ
吉
利
支
丹
宗
門
ノ
由

遺
趣
指
二
公
儀
へ
訴
二
付
、
江
戸
表
ヨ
リ
以
奉

書
御
余
議
有
之
処
、
遺
趣
指
二
相
窮
此
方
へ
御

渡
被
成

於
公
辺
御
吟
味
有
之
候
処
、
太
郎
右
衛
門
儀
右

之
者
共
江
意
趣
有
之
訴
出
候
儀
二
而
、
無
実
二

相
極
り
候
一
一
付
、
十
兵
衛
等
七
人
之
者
共
ハ

在
所
江
帰
シ
被
成
、
訴
人
太
郎
右
衛
門
者
御
預

被
成
候
段
被
仰
出
、
右
之
者
共
御
渡
有
之
。

糠
浦
百
姓
十
兵
衛
初
め
七
人
の
者
が
キ
リ
シ
タ
ン

信
者
で
あ
る
と
、
同
じ
浦
の
太
郎
右
衛
門
と
い
う
者

が
江
戸
表
へ
訴
え
出
た
の
で
、
幕
府
か
ら
お
尋
ね
が

松
岡
藩
に
あ
っ
た
。
六
月
二
十
日
に
七
人
の
者
の
口

書
き
が
江
戸
表
に
送
ら
れ
た
が
、
七
月
の
十
九
日
に

な
っ
て
幕
府
か
ら
、
七
人
の
者
を
江
戸
へ
送
れ
と
の

命
令
書
が
到
着
し
た
の
で
、
七
月
二
十
一
日
に
警
護

の
た
め
中
根
源
五
右
衛
門
、
前
波
五
郎
左
衛
門
勝
通
、

松
原
郷
左
衛
門
の
三
人
と
御
徒
二
人
・
足
軽
二
十
人

が
同
行
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
た
。

十
一
月
十
六
日
に
な
っ
て
、
裁
判
の
結
果
、
十
兵

衛
以
下
の
者
は
無
罪
と
決
ま
り
、
糠
浦
へ
返
さ
れ
、

訴
え
出
た
太
郎
右
衛
門
は
、
松
岡
藩
へ
渡
さ
れ
処
分

を
任
さ
れ
た
。

こ
の
文
面
か
ら
判
る
通
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て

処
罰
を
受
け
た
者
は
一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
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松
岡
町
芝
原
一
丁
目
に
「
牢
屋
の
腰
」
と
い
う
小
の
命
日
に
祭
組
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

字
が
あ
り
、
そ
の
一
隅
に
「
糠
鴻
太
郎
右
衛
門
埋
「
松
岡
世
譜
」
「
松
岡
御
家
譜
」
に
見
る
通
り
、

之
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
太
郎
右
衛
門
は
他
人
に
無
実
の
罪
を
着
せ
た
た
め
、

「
牢
屋
の
腰
」
と
い
う
の
は
、
松
岡
藩
が
あ
っ
た
松
岡
藩
が
罪
人
と
し
て
処
刑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
分
に
、
藩
の
牢
獄
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
「
糠
浦
太
郎
右
衛
門
埋
之
」
の
「
理
之
」
の
意
味
も

石
碑
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
判
然
と
す
る
。
こ
れ
は
墓
と
し
て
建
立
さ
れ

「
松
岡
藩
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
現
在
の
河
野
村
糠
浦
の
た
も
の
で
は
な
く
、
見
せ
し
め
の
た
め
「
之
に
埋
め

庄
屋
で
あ
る
太
郎
右
衛
門
と
い
う
人
が
、
年
貢
の
減
た
」
も
の
で
、
石
棺
は
江
戸
幕
府
か
ら
の
検
視
に
備

免
を
幾
度
と
な
く
申
し
出
、
幕
府
に
直
訴
ま
で
し
た
え
て
の
処
置
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

た
め
捕
ら
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
が
、
藩
主
が
そ
の
志
「
万
禰
三
太
夫
」
の
獄
死
の
こ
と
が
、
後
年
松
岡

し
を
哀
れ
み
、
丁
重
に
石
棺
に
葬
り
墓
を
建
て
た
」
に
伝
わ
り
、
「
糠
浦
太
郎
右
衛
門
埋
之
」
の
石
碑
か

「
年
貢
の
減
免
」
で
は
藩
の
恥
じ
と
な
る
た
め
、
キ
ら
、
糠
浦
の
義
人
の
墓
と
誤
伝
さ
れ
、
今
日
に
至
つ

リ
シ
タ
ン
信
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

確
か
に
「
糠
浦
L

の
庄
屋
が
「
年
貢
の
減
免
L

を
二
つ
の
事
件
は
実
に
七
十
年
も
の
年
代
差
の
あ
る

願
い
出
て
処
刑
さ
れ
た
事
実
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

は
松
岡
藩
が
廃
藩
に
な
っ
て
十
六
年
も
経
っ
た
一
元
文
伝
承
は
、
時
に
よ
る
と
正
反
対
の
誤
伝
を
生
む
一

二
年
(
一
七
三
七
)
七
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
例
で
あ
る
。

当
時
の
糠
浦
の
庄
屋
「
万
禰
三
太
夫
L

が
、
年
貢
の
糠
浦
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
な
か
っ
た
傍
証
と

減
免
を
再
三
願
い
出
た
が
、
福
井
藩
か
ら
は
許
さ
れ
し
て
は
、
将
軍
の
代
替
わ
り
毎
に
、
幕
府
か
ら
派
遣

ず
、
獄
死
し
て
い
る
。
そ
の
後
福
井
藩
主
松
平
宗
矩
さ
れ
た
「
巡
見
使
」
へ
の
答
弁
の
中
に
、
毎
回
必
ず

は
、
三
太
夫
の
志
を
哀
れ
み
、
同
村
に
対
し
隔
年
毎
「
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

に
年
貢
の
減
免
を
行
い
、
三
太
夫
の
子
孫
に
は
苗
字
「
糠
浦
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
に
関
す
る
語
句
は
一
字
も

帯
刀
を
許
し
、
村
人
は
今
日
も
そ
の
徳
を
称
、
ぇ
、
そ
無
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
誤
伝
を
呼
ぶ
遠
一
因
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
事
件
の
発
端
の
文
書
だ
け
が
残
さ
れ
、
事
件
の

結
末
を
知
ら
せ
る
文
書
が
、
一
般
の
目
に
触
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
真
実
を
知
り
得
な
い
こ
と
も
あ
る

と
い
う
実
例
で
も
あ
る
。
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